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遺伝性のがんに関する問診票 

がんの 5-10％は遺伝要因が影響して発症すると言われており、家族歴 

はご家族全体の正確な診断や健康管理を行う上で重要な情報となりま 

す。以下の問診票にご記入をお願い致します。 

① ご本人についてお伺いします。がんと診断されたことはありますか？ 

１．ない  ２．ある ⇨ 病名・診断年齢をご記入ください 

乳がん（左側・右側）・卵巣がん・大腸がん・子宮（体・頸）がん・［   ］がん 診断（   歳） 

乳がん（左側・右側）・卵巣がん・大腸がん・子宮（体・頸）がん・［   ］がん 診断（   歳） 

乳がん（左側・右側）・卵巣がん・大腸がん・子宮（体・頸）がん・［   ］がん 診断（   歳） 

② ご家族（※注）に乳がん・卵巣がん・大腸がん・子宮（体・頸）がん と診断された方はいますか？ 

１．いない    ２．わからない  

３．いる ⇨ 例にならって続柄・病名・診断年齢をご記入ください。 

 ※例）続柄（父方おば）： 乳がん（片側・両側）・卵巣がん・大腸がん・子宮（体・頸）がん診断（42歳・不明 ） 

・続柄（      ）:乳がん（片側・両側）・卵巣がん・大腸がん・子宮（体・頸）がん 診断（   歳・不明 ） 

・続柄（      ）:乳がん（片側・両側）・卵巣がん・大腸がん・子宮（体・頸）がん 診断（   歳・不明 ） 

・続柄（      ）:乳がん（片側・両側）・卵巣がん・大腸がん・子宮（体・頸）がん 診断（   歳・不明 ） 

・続柄（      ）:乳がん（片側・両側）・卵巣がん・大腸がん・子宮（体・頸）がん 診断（   歳・不明 ） 

 

③ ご家族（※注）に 上記以外の癌と診断された方はいますか？  

例：膵臓がん、前立腺がん、胃がん、甲状がん、腎・尿路系がん、小腸がん、肉腫（骨肉腫・軟部肉腫）、脳腫瘍、副腎皮質がん、白

血病 など 

１．いない    ２．わからない     

３．いる ⇨ 続柄・病名・診断年齢をご記入ください。   

・続柄（     ）： 病名（                    ）診断（   歳・不明 ）  

・続柄（     ）： 病名（                    ）診断（   歳・不明 ）  

・続柄（     ）： 病名（                    ）診断（   歳・不明 ）  

④ 家族の遺伝に関して気になることはありますか？ 

1．特にない  

2. ある ⇨ 以下にご記入ください 

： 

◉記載していただいた情報をもとに、医師・遺伝カウンセラーがご家族の病歴などの詳しい情報をお聞

きすることがあります。遺伝外来をご希望される方は、遠慮なく主治医にご相談ください。 

◉専門的に判断して遺伝要因が強く関連性があると思われる方々には、遺伝子検査の選択肢について話

ししたり、がんの早期発見、早期治療を目指した積極的ながん検診を提案することがあります。  

※注:ご家族＝父母、子ども、兄弟姉妹、祖父母、孫、おじ、おば、おい、めい、いとこ の範囲 


